第３６回ＤＰＩ日本会議全国集会in東京
　開催要綱
今こそ国内法の法整備を！障害者権利条約の完全実施に向けて

～差別、虐待を無くす！脱施設を進める！～

■　日　時　 
2021年
5月29日（土）13時30分から16時まで



5月30日（日）10時から17時まで
■　開催方法
Zoom Webinar
◆　参加費
無料（寄付をお願いする）
◇　主　催
認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ日本会議
◇　後　援（予定）

内閣府、外務省、厚生労働省、国土交通省、文部科学省、
日本労働組合総連合会、全日本自治団体労働組合、日本教職員組合、全国労働組合連絡協議会、

全日本水道労働組合、東京都労働組合連合会、自治労東京都本部、自治労東京都庁職員労働組合、
全水道東京水道労働組合、東京交通労働組合、東京清掃労働組合、テレビ朝日福祉文化事業団、

朝日新聞厚生文化事業団、日本障害フォーラム（JDF）、在日本大韓民国民団、部落解放同盟、

（宗）真如苑、㈱全国通販、㈱土屋、皆川商事株式会社、
特定非営利活動法人難民を助ける会（AAR Japan）
■ プログラム（敬称略）
1日目　5月29日（土）（13時～16時）
・認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ日本会議2021年度総会　



13時～16時
2日目　5月30日（日）（10時～16時30分）
午前の部　全体会「障害者差別解消法改正に向けて」



10時～12時30分
◆報告「障害者差別解消法の見直し」　尾上浩二（DPI日本会議副議長）
内閣府障害者政策委員会での議論を経て、今国会に障害者差別解消法改正法案が上程された。法案には民間事業者の合理的配慮の義務化や相談体制の強化等が盛り込まれており、ぜひとも今国会で成立させたい。法成立後は、基本方針の見直しに移り、差別の定義、ワンストップ相談窓口、障害女性の複合差別等が焦点となっていく。さらには、各省庁の対応要領、対応指針の見直しも控えており、当事者からの粘り強い働きかけが必要となる。最新の国会審議の情勢や、今後の取り組みについて報告する。

◆特別報告「障害者権利委員会の最新の動向と脱施設ワーキンググループの取り組み」
キム・ミヨン（国連障害者権利委員会副委員長、オンライン登壇）
　国連障害者権利委員会に設けられた脱施設ワーキングループでは、脱施設を推進するガイドラインの策定に取り組み始めている。現在、そのガイドライン策定のための地域別コンサルテーションが実施されている。この権利委員会の動きについて、障害者権利委員のキム・ミヨンさんからご報告いただく。

　
◆報告「虐待防止法の改正に向けて～神出病院の虐待事件から考える～」　
加藤眞規子（DPI日本会議常任委員・精神障害者ピアサポートセンターこらーる・たいとう）
　障害者虐待防止法は通報義務の対象に病院や学校、保育所、官公署などが含まれておらず、DPIはこれらの対象拡大を盛り込んだ法律改正を訴え続けてきた。しかし、依然として改正はされず、昨年、神出病院による深刻な虐待事案が発覚した。こうした精神科病院等での虐待防止に向けた取り組みについて報告する。
● 休憩　12時30分～13時30分
午後の部　分科会（13時30分～16時30分）
・地域生活、雇用労働合同分科会




13時30分～15時
昨年10月から通勤や職場等における支援が必要な重度訪問介護サービス等を利用している重度障害者のために障害者介助等助成金及び重度障害者等通勤対策助成金に新たに二つのメニューが加わりました。

ひとつは、重度訪問介護サービス利用者等職場介助助成金で、業務遂行のために必要な職場介助者を確保できることとしています。また、もうひとつは、重度訪問介護サービス利用者等通勤援助助成金で、通勤するために必要な支援者を確保するための制度です。

介助を必要とする重度障害者が働くためには、こうした支援がなければ就労系事業やハロートレーニング（障害者訓練）で働くための力をつけたとしても就労することは困難です。

本分科会では、新制度の概要と実施及び利用状況から重度障害者の雇用を確保するための現状と課題の検証を深め、現場の実態に即したよりよい制度化へ発展することを目的として厚生労働省、さいたま市及び制度を実際に利用している障害当事者を迎えて開催します。

■パネルディスカッション「重度障害者の雇用に必要な通勤及び勤務中の支援制度を考える」
・パネラー３名（調整中）
厚生労働省、さいたま市、障害当事者

・指定発言１名（調整中）　　障害当事者

・司会＆コーディネーター　
今村　登（自立生活センターSTEPえどがわ理事長、DPI日本会議事務局次長）
■分科会のまとめ、今後の取組み、分科会終了の挨拶
● 休憩　15時～15時15分
・障害女性分科会「リプロと障害者ージェンダー視点から捉えるー」
15時15分～16時45分
生殖補助医療に関する法律や着床前診断など、現在の医療における「子供をもつ・もたない」ことの在り方の変化とその背景にある優生思想について、リプロダクティブ・ヘルス・ライツやジェンダーの視点から考えて、障害のある人の性と生殖について、分科会に参加された方と一緒に考えて問題意識を共有する機会といたします。

またコロナ禍もすでに１年、最近の事例を紹介しながら、障害女性の生きづらさの背景について考えていきたいと思います。

・開催挨拶と分科会テーマの説明(3分)

平野みどり（DPI日本会議議長）
・生殖補助医療に関する法律など性と生殖をめぐるいくつかの動き(20分)

米津知子（DPI女性障害者ネットワーク）
・着床前診断から見えるジェンダー問題(20分)

須賀ナオ（DPI女性障害者ネットワーク）
・優生保護法にある優生思想について(15分)

藤原久美子（DPI日本会議常任委員、自立生活センター神戸Beすけっと）
・質疑応答(15分)＊進行状況により時間短縮有り

・コロナ禍での障害女性の事例報告(10分)

佐々木貞子（DPI日本会議常任委員・DPI女性障害者ネットワーク）
・閉会挨拶(2分)

平野みどり（DPI日本会議議長）
閉会の挨拶、終了
16時45分～17時
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